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　検査技術委員会での小特集記事は，2013年 11月号以来
となる。前回からの大きな変化点として，検査概念の見直
しがある。従前，検査といえば，製造後に，光学的／電気
的な手段を用いた合否判定を行い，「不良を出さない（流出
防止）」ために行っていた。検査の効率化のために DFT
（Design For Testability；検査容易化設計）の研究は行ってい
たが，今後の検査への期待は，さらに上位の概念で，「もの
づくり品質の向上」にある。「不良を作らない／作れない」
ようにするために，検査の概念も「しんか（進化・深化・
真価）」させてきた。
　トータルで品質を作り込むことによって，競争力のある
ものづくりを支える「検査」とはどうあるべきか。といっ
た議論を重ねた結果，今回のテーマである『ものづくりと
イノベーションにおけるプロセス評価と検査』に取り組む
ことが，検査の価値向上と，ものづくり品質の強化につな
がると考えた。
　私達が取り組む「検査」とは，英語のテスト (Test, Testing)
であり，単なる製品の合否判定だけでなく，「品質保証の方
法」という意味合いで捉えている。
　今回の小特集記事は，そんな変化に対して，幾つかの視
点で，具体的な取り組みが進んでいる様を紹介し，ものづ
くりに新しい概念の検査を持ち込み，ムダのない，ムダの
少ないものづくりに貢献できる提案を行うこととした。
　今回紹介する具体例は，以下の 5つの視点から構成され
ている。
　1つ目は，「プリント実装基板における品質コストの最小
化」について。「失敗 (Failure)のムダ」と「評価・検査
(Appraisal)・予防 (Prevention)の投資」の最適バランスでは
なく，トータル品質コスト削減が品質経営の課題である。
電気的信頼性（≒安全性）のための「センシング技術」と
品質経営の意思決定を加速する「仕組化」が KFSとなる。
・Fコスト・リスクの低減
・P効率化提案（工程品質管理・改善，グローバル品質
管理）

・Aコスト削減提案（検査 PGコスト，2次検査コスト≒
検出性能向上）

上記のような，具体的取り組みが「品質コスト最小化」に
向けて重要となる。
　2つ目は，「テストのビッグデータ活用による半導体業界
の検査技術の進化」について。プリント実装基板に比べ，
半導体業界では，「見えない・触れない」状態が当たり前の
中で，品質作り込みが研究されてきた。「アダプティブテス

ト」と呼ばれる，テスト結果データを利用し，テスト内
容・テストフローを動的に最適化する手法が半導体業界で
は普及し始めており，活用状況と課題について概説した。
　3つ目は，「プリント回路板における電気的検査の問題点
と検討」について。製造装置の発展に比べ，検査装置の革
新的な発展は見当たらず，複数の検査方式を組み合わせて
何とか解決しているのが実態である。現状の技術紹介と今
後の検査プロセス改善の重要性を示したものとなる。
　4つ目は，「バウンダリスキャンテスト機構を用いたはん
だ接合部の電気検査法とその組込型検査回路」について。
はんだ接合部で発生する不具合モードのうち，検出容易な
短絡モードではなく，断線モードを対象とした解決法の提
案となる。従来よりも一歩踏み込んだ内容となっており，
商用回路への適用が今後の課題となる。
　5つ目は，「生産工程から基板設計へのフィードバックに
よる DFM検証の効率化」について。設計段階に予め製造
上の制約事項を DFM検証などで反映させ，ものづくり上
のムダを予防する。さらに，製造時に発生した問題を速や
かに設計時の DFM検証パラメータにフィードバックする
ことで品質向上が可能となる。これらを実現する上で重要
となる製造フォーマットの問題に言及した提案となる。
　以上，5つの事例に共通しているのは，ものづくりへの
検査の関わり方変革のために，何が必要となるか考察して
いる点にある。従前の検査は，単独で工程内に位置づけら
れ，製造情報の発信ツールとしての位置づけは十分ではな
かった。しかし，今後は，製造工程内のセンサー的な意味
合いも持ち，生産効率の向上に貢献すべきである。ものづ
くりの強化と品質向上こそが日本企業が生き残る手段と捉
え，さらなる高度化を図ると同時に，不良メカニズムの形
式知化とノウハウの反映で，予兆管理・傾向管理を徹底
し，日本流のビックデータ活用に貢献したい。
　最後に，今回執筆を引き受けて頂いた方々，および関係
者各位に厚く御礼申し上げます。
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